




【心得１】ポジティブな行動を増やすことで、相対的に問題行動を減らす

支援前 支援後
問題行動

ポジティブな行動

ポジティブな行動をしながら、問題行動はできない。
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枚方市立氷室小学校



70％

一人ひとりの個性や人権を尊重し、社会で生きていく力を育む

学校教育目標

場面/価値観 自分のことを大切に 仲間を大切に 自立した態度を育む

登校時間
・朝学習

• 時間を守って登校し、安全に歩く。

• 宿題や道具の準備を自分で行い、朝学は静かに
学習に取り組む。

•低学年や周りのペースに合わせて歩き、班のみん
なが揃うように気をつける。

•顔を見て挨拶をして、気持ちよく接する。

•指示を待たずに自分で行動し、班長や副班長の役割を
意識して列を整える。

•朝学はルールやマナーを守って学習する。

準備時間

•トイレや水分補給をして、授業中に体調を崩さな
いようにする。

•自分の学習の準備を整える。

•周りの人が準備できているかを見て声をかけ合
い、助け合う。

•静かに過ごす。

•チャイムが鳴る前に自分で準備を終える。

•チャイムを座って聞く。

学習時間
•姿勢を正して先生や友達の話をしっかり聞く。

•自分の理解を深める

•話している人の方を向き静かに聴く。

•友達の意見を大切にし、自分の考えも進んで伝
える。

•わからないことは自分で調べたり、先生や友達にたず
ねたりして解決する。

休み時間
•遊ぶ時間と準備の時間を意識して、時間内に切
り替えられるようにする。

•友達と譲り合いながら遊び、誰も困らないように
気をつける。

•ルールを守り、廊下では走らない。

•自分で考えて準備や遊びを切り替える。

給食時間
•自分が食べられる量を考えて無理なく食べ、時
間内に食べ終わるようにする。

•作ってくれた人や給食当番に感謝し、残さず食べ
るようにする。

•給食当番に並んで静かに行く。

•給食当番の役割をしっかり行う。

•食事のマナーを守る。

掃除時間
•担当場所を責任を持って掃除する。

•作業の順序や手順を自分で考えて効率よく行う。

•周りの人が気持ちよく使えるように掃除する。

•協力して全体をきれいにする

•黙々と最後までやりきる。

•細かいところまで気づき、自分で判断してプラスアル
ファの掃除をする。

移動時
•時間に間に合うように、自分の荷物や忘れ物を
確認して移動する。

•静かに列を守って移動する。

•先生や友達にすれ違うときは挨拶をして、気持ち
よく過ごせるようにする。

•静かに移動し、走らず右側を歩いてルールを守る。

タブレットの活用時
•授業や学習に必要なことだけに使う。

•自分の理解を深めるために積極的にする。

•共有ノートやグループで使うときはルールを守り、
他の人の作業を邪魔しない。

•次の人が使いやすいように丁寧に扱う。

•自分で使用の目的やタイミングを考えて、必要な時だ
け正しく活用する。
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学 校

保護者 地域
保護者の願い・思い 校区の強み

モノ・ヒト・コト

TEAM HIMUROとしての学校組
織
既存の取組

心理的安全性

自 己 肯 定 感

自 己 選 択

自 己 決 定

一人ひとりの個性や人権を尊重し、社会で生きていく力を育む

令和８年度 学校教育目
標

「どうしたの？」
子どもが置かれている上代を言語化させ、

内面に意識を向けさせる。

「どうしたいの？」
自分のおかれている状態を解決するための

方法を、頭の中で考えてもらうきっかけをつ
くる。

「先生にできることはある？」
問題解決の手助けをする。最初は、選択肢

を提示してもよい。

３つの言葉がけ自己肯定感を高める７つの要件

・ 否定されない

・ 自分の意志が尊重される

・ 失敗が咎められない

・ 他人と比較されない

・ できていることをちゃんと評
価
される

・ 成功体験を積むことができる

・ 自分の成長を実感できる

学校経営方針

子どもの主体性を第一に考え、子どもが選び、子どもが決め、子どもと共に創る学校

参考 「最新の脳研究でわかった！自律する子の育て方」
工藤勇一・青砥瑞人 著 大日本印刷株式会社

めざす学校像

（１）他者と協働しながら、自立して学べる子どもを育む学校【校内研究の充実】

（２）心理的安全性が高く、一人ひとりの自己肯定感を高める学校【SWPBSの実装】

（３）一人ひとりの個性や人権が尊重され、主体性を大切にした学校【SWPBSの実装】

（４）一人ひとりの挑戦する心や自己決定する場面を尊重し、自己肯定感を高める学校【SWPBSの実装】

（５）全教職員が「TEAM HIMURO」として、学校教育の全てに携わる学校

（６）地域の特性を学校教育に活かし、地域と歩む学校

（７）保護者との連携を大切にし、協力・協働しながら共に教育を行っていく学校【SWPBSの実装】



～TEAM HIMURO～
学校が立てた目標について、保護者の方にもご理解いただき、
学校と保護者が「子どもをよりよく育てる」という共通目標の
もと横並びとなり、同じ方向性をもって、保護者の方と協力し
ながら子どもたちを育てていきたい

参考資料・引用元（ページに記載がないもの）
文部科学省 初等中等教育局 教育課程課 教育課程企画室長
栗山 和大氏
「令和７年度 大阪府小学校校長会資料」
文部科学省
「学習指導要領 論点整理」

氷室小学校ブログ

https://hirakata.schoolweb.ne.jp/2710052
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